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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

平成22年６月18日に提出いたしました第14期（自　平成21年４月１日　至　平成22年３月31日）有価証券

報告書の記載事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正

報告書を提出するものであります。

　

２ 【訂正事項】

　第５　【経理の状況】

　【注記事項】

（金融商品関係）

　
３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

　（訂正前）

（追加情報）

当連結会計年度より、「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第10号　平成20年3月10日）及び

「金融商品の時価等の開示に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第19号　平成20年3月10日）を適用

しております。

1.　金融商品の状況に関する事項

(1)　金融商品に対する取組方針

当社は、営業活動によって獲得した資金を以って事業運営を行うことを原則としております。一時的

な余剰資金については、流動性かつ安全性の高い金融資産で運用し、投機的な取引は行わない方針であ

ります。

(2)　金融商品の内容及びそのリスク

営業債権である売掛金は、個人顧客との取引については事前入金取引を原則としており、法人顧客と

の取引についても、ほとんどが２ケ月以内の入金期日となっており、顧客の信用リスクは限定的であり

ます。有価証券は、マネー・マネジメント・ファンドであり市場価格の変動リスクに晒されておりま

す。短期貸付金は、当社と同一の親会社をもつINCユナイテッド㈱への貸付金であり、信用リスクに晒さ

れております。

(3)　金融商品に係るリスク管理体制

売掛金については、当社の与信管理規程に則り、相手先ごとの期日管理及び残高管理を行っておりま

す。有価証券については、毎月取引先銀行から提示される資料により速やかに価格を把握しておりま

す。短期貸付金については、INCユナイテッド㈱から毎月財務諸表を入手して業績を把握し、取締役会で

報告しております。
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2.　金融商品の時価等に関する事項

平成22年3月31日（当期の連結決算日）における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額につ

いては、次のとおりであります。

　
連結貸借対照表計上額

（千円）
時価
（千円）

差額

(1)　現金及び預金 534,476 534,476 ―

(2)　売掛金 213,975 213,975 ―

(3)　有価証券 10,113 10,113 ―

(4)　短期貸付金 100,000 100,000 ―

資産計 858,564 858,564 ―

（注１）金融商品の時価の算定方法並びに有価証券及びデリバティブ取引に関する事項

　(1)現金及び預金、(2)売掛金、(4)短期貸付金

　　これらは、短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。

　(3)有価証券

　　これは、マネー・マネジメント・ファンドであり短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいこと

から、当該帳簿価額によっております。

　　また、保有目的ごとの有価証券に関する注記事項については、「有価証券関係」注記を参照ください。

（注２）満期のある金銭債務及び有価証券の連結決算日後の償還予定額

　
1年以内
（千円）

1年超5年以内
（千円）

5年超10年以内
（千円）

10年超
（千円）

現金及び預金 534,476 ― ― ―

売掛金 213,975 ― ― ―

有価証券 10,113 ― ― ―

短期貸付金 100,000 ― ― ―

合計 858,564 ― ― ―
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（訂正後）

(金融商品関係)

（追加情報）

当連結会計年度より、「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第10号　平成20年3月10日）及び

「金融商品の時価等の開示に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第19号　平成20年3月10日）を適用

しております。

1.　金融商品の状況に関する事項

(1)　金融商品に対する取組方針

当社は、営業活動によって獲得した資金を以って事業運営を行うことを原則としております。一時的

な余剰資金については、流動性かつ安全性の高い金融資産で運用し、投機的な取引は行わない方針であ

ります。

(2)　金融商品の内容及びそのリスク

営業債権である売掛金は、個人顧客との取引については事前入金取引を原則としており、法人顧客と

の取引についても、ほとんどが２ケ月以内の入金期日となっており、顧客の信用リスクは限定的であり

ます。有価証券は、マネー・マネジメント・ファンドであり市場価格の変動リスクに晒されておりま

す。短期貸付金は、当社と同一の親会社をもつINCユナイテッド㈱への貸付金であり、信用リスクに晒さ

れております。

営業債務である買掛金及び未払金は、支払サイトが1ヶ月～2か月程度の短期決済債務であります。

(3)　金融商品に係るリスク管理体制

売掛金については、当社の与信管理規程に則り、相手先ごとの期日管理及び残高管理を行っておりま

す。有価証券については、毎月取引先銀行から提示される資料により速やかに価格を把握しておりま

す。短期貸付金については、INCユナイテッド㈱から毎月財務諸表を入手して業績を把握し、取締役会で

報告しております。

買掛金及び未払金は、予算と実績の進捗に基づき、予算担当部署及び管理本部で取引先への発注をコ

ントロールしており、流動性リスクは限定的であります。

　
2.　金融商品の時価等に関する事項

平成22年3月31日（当期の連結決算日）における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額につ

いては、次のとおりであります。

　
連結貸借対照表計上額

（千円）
時価
（千円）

差額

(1)　現金及び預金 534,476 534,476 ―

(2)　売掛金 213,975 213,975 ―

(3)　有価証券 10,113 10,113 ―

(4)　短期貸付金 100,000 100,000 ―

資産計 858,564 858,564 ―

(5)　買掛金 69,331 69,331 ―

(6)　未払金 26,526 26,526 ―

負債計 95,858 95,858 ―

（注１）金融商品の時価の算定方法並びに有価証券及びデリバティブ取引に関する事項

資産

(1)現金及び預金、(2)売掛金、(4)短期貸付金

これらは、短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっておりま

す。 
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(3)有価証券

これは、マネー・マネジメント・ファンドであり短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいこ

とから、当該帳簿価額によっております。

また、保有目的ごとの有価証券に関する注記事項については、「有価証券関係」注記を参照ください。

負債

(5)買掛金、(6)未払金

これらは、短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっておりま

す。 

（注２）金銭債権及び満期のある有価証券の連結決算日後の償還予定額

　
1年以内
（千円）

1年超5年以内
（千円）

5年超10年以内
（千円）

10年超
（千円）

現金及び預金 534,476 ― ― ―

売掛金 213,975 ― ― ―

有価証券 10,113 ― ― ―

短期貸付金 100,000 ― ― ―

合計 858,564 ― ― ―
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